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背景および目的
植物細胞の同調誘導には、 DNA合成や分裂装置の阻害剤を利用する方法の他、栄養飢餓、リン酸
飢餓、植物ホルモン添加などの処玉県が朋いられてきた (Eriksson1966. Roberts and Northcote 1970. 
King et aL 1974， Szabados et al. 1981. Nagata ct al. 1982. Amino et aL 1983)。珪藻では、ケイ素の
欠乏と再添加による細胞周期の同調法が確立されている (Frigcrict aL 2006)ο 一方、紅藻や結藻な
どでは、自然界では夜に細胞分裂するという性質を利用した明暗周期による同調誘導が利用されてき






裂するということが、同定の指標として用いられてきた (Naumann1921. Yamamoto et al. 2001. 2003， 
2007)υ 細胞のサイズは幅1.5μm、長さ3・3.5μmと小さく、柴総体は 1つのみという最も単純な細胞構







et aL 1995)、奈良女子大学(NRj)の植田勝巳博士から分譲された。培地にはmodifiedIchimura's C 
唱2
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et al. 2001. 2003， 2007)。同じクロレラクレードの属のうち、じ五loreila属は同調培養の研究の歴史が長
く、多くの研究者により様々な条件検討が行われてきた。例えば、 1976年には、 Richardand Borda 
による明期16時間、暗期12時間でのChlorelJafuscaの同調培養の報告がある。 Takedaand Hirokawa 
(1978)は明期16時間、暗期8時間でChlorellacllipsoideaを同調培養している。また、 Nishimuraet 
al. (1988)はheterotrophicsynchronous culture systemという手法で、 heterotrophicでのじhJoreJla
elJIpsoideaのい1説培養じ成功している。 ChloreJJapyrenoidosaやChlorellasorokiniana t主明期10時間、
暗期8時間での同調培養が報告されている (Talleyet al. 1972， Turner et al. 1978)。一五、Nannochloris
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